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外国人患者受入体制整備支援間接補助事業 

募 集 要 項 

公 募 期 限  

採 択 件 数  

補助金の対象項目 

補助金予算額  

平成29年 ８月１８日（金）必着 

30件（予定） 

● 医療通訳サービスの導入     
● 多言語対応ツールの導入 
● 外国人患者受入環境整備に関する研修等への参加 
● 院内文書の多言語化 
● 院内案内表示の多言語化 
● 外国人患者の受入れに対応するためのシステムの導入 
● ホームページの多言語化 
● 名札の多言語化 
● 外国人患者受入体制整備のための担当者の配置 
● 外国人患者受入れに関する第三者認証取得のための初回受審に係る費用 

1ヵ所当たりの上限額：8,548千円（費用の１／２） 

詳細は「日本医療教育財団」のホームページからご確認ください。  
https://www.jme.or.jp/news/170703_1.html 

申 請 対 象  病院受付や診療等を含む院内全体での 
外国人患者受入れ体制整備を必要とする病院 

～ 院内資料の多言語化等にかかる費用が補助されます ～ 

本事業では、外国人観光客等の急増やグローバル化の進展等により、訪日・在日を問わず 
全国的に外国人患者への対応体制の整備が急務とされる状況を踏まえ、補助金を活用して 
外国人患者を受け入れる体制を整備する病院を全国のより広い範囲に設置していくための 
支援を行います。採択病院には当事務局より院内整備に向けたサポートを行いますので、 
｢ゼロからの整備｣の病院も安心してご応募ください。 

外国人患者に対応した 
院内体制を整備する病院を募集 

上記の体制整備にあたり、ご不明な点があれば、院内整備に向けた 
サポートも行いますので、事務局へご相談ください。 

問い合わせ： 
一般財団法人 日本医療教育財団 事務局 
( TEL )  03 – 3294 – 1744 ／ (E-Mail)  jigyo@jme.or.jp 

mailto:jigyo@jme.or.jp

